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重要取組シート 

取組項目 「安全・安心」の市民との共創 

現状・課題 

○各地の自然災害による甚大な被害や南海トラフ巨大地震 30 年以内の発生確率が 80%

程度に引き上げられたげこと等から、区民の防災意識が高まっている。 

○南区内で共助の役割を担う各校区の自主防災組織においては、役員の高齢化により、防

災分野における次世代担い手が不足しており、その育成が求められている。 

○堺市南区基本計画や南区政策会議の議論を踏まえ、区の防災力を高めることと誰一人

取り残されることのない安全安心な未来を地域と共創する。 

取 組 の 

内  容 

○第 1 期及び第 2 期南区政策会議の意見を踏まえ、安全・安心に向けた区民意識の向

上、自助力・共助力の強化及び防災福祉を更に推進する。また校区自治連合会の負担

軽減を目的に南区自治連の定例会議でのタブレット端末の運用に着手する。 

※南区自主防災組織連絡会の継続実施   

※防災士資格を取得した方の各校区自主防災会の定着支援 

※区内主要 3 駅における帰宅困難者対策 

※避難行動要支援者対策 

※区自治連の定例会議でのタブレット端末の運用 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～9 月） 

□ 防災士定着支援学習会（6 月） 

□ 南区自治連合協議会定例会タブレット端末導入（6 月） 

□ 南区自主防災組織実務者連絡会（7 月） 

□ 小学生防災リーダー養成講座（防災教室）（8 月） 

□ 小中学校防災授業（通年） 

後期 

（～3 月） 

□ 小学生防災リーダー養成講座（デイキャンプ）（11 月） 

□ 南区自主防災組織実務者連絡会・防災士定着支援学習会（合同研修会）（2 月） 

□ 南区内主要 3 駅における帰宅困難者対策マニュアルの策定（2 月） 

□ 南区避難行動要支援者対策マニュアルの策定（2 月） 

□ 防災士定着支援実態確認（3 月） 

□ 小中学校防災授業（通年） 

次年度 

以降 

□ 南区自主防災組織実務者連絡会の継続実施 

□ 各校区自主防災組織の防災士定着及び技術向上のための学習会の継続実施 

□ 各校区自主防災組織の地区防災計画作成や改正及び防災訓練の実施支援 

□ 小中学校防災授業の継続実施 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～9 月） 

□ 防災士定着支援学習会（6 月） 

□ 南区自治連合協議会定例会タブレット端末導入（9 月） 

□ 南区自主防災組織実務者連絡会（7 月） 

□ 小学生防災リーダー養成講座（防災教室）（8 月） 

□ 小中学校防災授業（通年） 

南区役所 自治推進課 
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後期 

（～3 月） 
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該当する 

施策 

自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上 

【地域防災力の向上】 5-⑴-⑤ 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2025 年度） 

－ 

未
来
都
市
計
画 

堺 
市 
S 
D 
G 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
「自助」「共助」「公助」の役割分担に基づく災害対策の推進 

11.5 ,11.b 

寄与する 

KPI 
－ 

目標値（2025 年度） 

－ 

 


